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１ 研究主題 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

（１）学習指導要領から 

国語科の目標は、次のとおりである。 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現する資

質・能力を次の通り育成することを目指す。 

(1)社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。 

(2)社会生活における人とのかかわりのなかで伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。 

(3)言葉が持つ価値を認識するとともに、言語感覚を豊かにし、我が国の言語文化に関わり、国語を

尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 

 

国語を正確に理解する資質・能力とは、国語で表現された内容や事柄を正確に理解し、国語を使って

内容や事柄を適切に表現することである。正確に理解する資質・能力と、適切に表現する資質・能力と

は、連続的かつ同時的に機能するものであるが、表現する内容となる自分の考えなどを形成するために

は国語で表現された様々な事物、経験、思い考え等を理解することが必要である。 

学習指導要領より、思考力・想像力を養うために伝え合う力を身につける必要があることがわかる。

伝え合う力とは、人間と人間との関係の中で、互いの立場や考えを尊重し、言語を通して正確に理解し

たり適切に表現したりする力のことである。「思考力・判断力・表現力等」の「話すこと・聞くこと」に

おいては、聞き手に分かりやすく伝わるように、資料や機器の活用、場に応じた言葉選びなどの表現を

工夫することや、考えを比較したり、内容や表現の仕方を評価したりしながら聞くことで、自分の考え

を形成することが重要である。 

以上から、互いの立場や考えを尊重し、話し方、聞き方の工夫を主体的に考え、的確に表現すること

が伝え合う力の育成、さらには国語を正確に理解する資質・能力の育成につながると考える。 

 

（２）学校教育目標から  

 

 

 

 

 

 

予測困難な今日をたくましく、よりよく生きるためには高い知性に基づく生きた学力と自他を尊重し

て共に生きようとする豊かな心が不可欠である。「生きた学力」とは、課された課題について取り組む受

け身的な学習で習得した学力ではなく、自ら課題解決に向けて主体的に考えることによって身につけ、

活用できる学力である。また、他者と良好に関わるためには自分の思いを伝え、相手の思いを受け取る

ことが欠かせない。そのためには相手に応じた的確な表現力が求められる。国語科の学習を通して身に

つけた主体的に考え、的確に表現する力がよりよい人生を歩む生徒の育成につながると考えられる。 

学校教育目標  高い知性と豊かな心を身につけ、たくましく生きる生徒の育成 

めざす生徒像  ○よく考え、自ら学ぶ生徒 

○思いやりがあり、正しく判断できる生徒 

○明るく、健康な生徒 

校訓（教育理念） ～ 自律・貢献 ～  

主体的に考え的確に表現する力を身につける指導の工夫 
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（３）生徒の実態から 

 本市では小中一貫教育に力を入れている。本校は和良比小学校、四和小学校、中央小学校の三つの小

学校と連携し、中学校３年次のあるべき姿を設定して教育活動を行っている。義務教育９年間を前期・

中期・後期に分割し、系統的な指導を行っているため、中学校３年次の実態を調査することで、生徒の

持つ課題が見えてくると考えられる。その結果、課題が二点挙げられた。 

  

①主体的に取り組む態度の育成 

学習指導要領（平成 29 年度告示）国語編の中で「学びに向かう力、人間性」に関する目標として「国

語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う」と示されている。我が国の歴史の中で育まれてきた国

語は、人間としての知的な活動や文化的な活動の中枢をなし、一人一人の自己形成、社会生活の向上、

文化の創造と継承などに欠かせない。そのためには、国語に対する自覚や関心を高め、話したり聞いた

り書いたり読んだりすることで、生徒一人一人の言語能力を向上させていく必要がある。 

以下は、令和３年度全国学力・学習状況調査の質問に対する回答結果である。 

 

【生徒質問用紙集計結果】 

１．当てはまる              ２．どちらかといえば当てはまる  

３．どちらかといえば当てはまらない    ４．当てはまらない 

質問 

番号 
質問事項 

選択肢 
その他 無回答 

１ ２ ３ ４ 

（28） 
学習の中でコンピュータなどのＩＣＴ機器を

使うのは勉強の役に立つと思いますか 

125  58  6  9  0  0  

63.1  29.3  3.0  4.5  0.0  0.0  

57.8  35.0  4.8  2.3  0.0  0.2  

60.4  32.8  4.5  2.2  0.0  0.1  

（38） 

学習した内容について、分かった点や、よく

分からなかった点を見直し、次の学習につな

げることができていますか 

35  96  54  12  0  1  

17.7  48.5  27.3  6.1  0.0  0.5  

25.7  47.7  21.5  4.8  0.0  0.3  

26.3  48.3  20.5  4.6  0.0  0.3  

（44） 国語の勉強は大切だと思いますか 

102 71 16 9   

51.5 35.9 8.1 4.5 0.0 0.0 

57.0 33.4 7.0 2.5 0.0 0.1 

60.0 31.6 6.0 2.2 0.0 0.1 

（46） 
国語の授業で学習したことは、将来、社会に

出たときに役に立つと思いますか 

95  66  28  8  1  0  

48.0  33.3  14.1  4.0  0.5  0.0  

49.3  37.0  10.1  3.3  0.1  0.2  

53.7  35.0  8.4  2.7  0.1  0.1  

1 段目：学校の生徒数           2 段目：学校の生徒数の割合(％)－－－ 

3 段目：都道府県(公立)の生徒数の割合(％) 4 段目：全国(公立)の生徒数の割合(％) 

  

質問（38）、（44）、（46）の回答結果は、全国平均や千葉県平均と比べて「当てはまる」「どちらかと
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いえば当てはまる」と答えた生徒が少ない。国語の学習を大切だと思っている生徒や、国語が将来の役

に立つと考える生徒があまり多くない。これは、国語の学習に対しての意義を理解していないことの表

れである。学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげ

ようとする生徒があまり多くないという課題が見えてくる。 

 一方で、質問（28）では、ICT 機器の有用性について全国平均・千葉県平均ともに大きく上回る結果

となった。本校では、令和３年度からタブレット端末が本格的に導入され、国語科では授業の中で積極

的に活用してきた。生徒の取り組む態度が積極的になり、特に国語を苦手とする生徒も進んで授業に取

り組むようになっている。 

 以上のことから、ICT 機器を活用し、国語の学習に対して主体的に取り組もうとする生徒の育成が重

要な課題であると考える。 

 

 ②話し合い活動をとおした深い学びの実現 

 令和３年度全国学力・学習状況調査における「話すこと・聞くこと」に関連する質問の内容と結果は

以下の通りである。 

  

【生徒質問用紙集計結果】 

１．当てはまる              ２．どちらかといえば当てはまる  

３．どちらかといえば当てはまらない    ４．当てはまらない 

質問 

番号 
質問事項 

選択肢 
その他 無回答 

１ ２ ３ ４ 

（15） 
自分と違う意見について考えるのは楽しいと

思いますか 

44  87  58  9  0  0  

22.2  43.9  29.3  4.5  0.0  0.0  

28.6  45.1  21.1  5.0  0.0  0.1  

29.3  45.4  20.5  4.6  0.0  0.1  

（36） 
友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後

まで聞くことができていますか 

118  69  8  3  0  0  

59.6  34.8  4.0  1.5  0.0  0.0  

66.9  29.2  3.2  0.6  0.0  0.1  

67.1  29.4  2.8  0.6  0.0  0.1  

（37） 

学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、

自分の考えを深めたり、広げたりすることが

できていますか 

55  95  38  6  0  1  

27.8  48.0  19.2  3.0  0.0  0.5  

32.2  43.8  17.6  4.9  0.0  0.2  

33.9  43.9  16.2  4.5  0.0  0.1  

（48） 

国語の授業では、目的に応じて、自分の考え

を話したり必要に応じて質問したりしていま

すか 

42  77  65  13  0  1  

21.2  38.9  32.8  6.6  0.0  0.5  

20.9  37.0  31.7  10.1  0.0  0.2  

22.7  38.6  29.5  9.1  0.0  0.1  

1 段目：学校の生徒数           2 段目：学校の生徒数の割合(％)－－－ 

3 段目：都道府県(公立)の生徒数の割合(％) 4 段目：全国(公立)の生徒数の割合(％) 
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質問（48）に対しては、全国平均とほぼ同じ結果となったが、「どちらかといえば当てはまらない」と

答えた生徒が少なくなく、二極化していることがわかる。 

また、質問（36）の結果から、他者の意見を聞くことはある程度できるということがわかる。一方で

質問（37）考えを深めたり広げたりすることに対して、「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」

と答えた人数の割合は千葉県平均と全国平均の結果を大きく下回っており、話し合い活動そのものに苦

手意識をもっているためだと考えられる。また、「話すこと・聞くこと」領域における設問ごとの正答率

を分析すると、具体的な課題が見えてくる。以下は、その結果である。 

 

設問 出題の趣旨 本校 千葉県 全国 

１一 話し合いの話題や方向を捉える。 84.8% 89.8% 89.7% 

１二 質問の意図を捉える。 95.5 92.7 92.5 

１三 話し合いの話題や方向を捉えて、 

話す内容を考える。 

61.6 57.2 57.1 

 

 【設問１一】は、話し合いの一部を読み、司会者の発言の役割を答える問題である。司会者は「参加

者の発言の要点を確認する」旨の発言をしていたが、正答率は千葉県平均、全国平均ともに届かなかっ

た。 

このことから、意見交流を通して他者の発言の要点を捉えたり、内容を捉えたりする場面を意図的に

設ける必要があると言える。それらの活動をとおして、「話すこと・聞くこと」に対しての苦手意識を払

拭するとともに、自分の思いや考えをもって伝え合い、自身の思考を深めていく生徒を育成したいと考

える。 

 

３ 研究仮説 

〈仮説１〉 

教師モデルを示し、学習の見通しをもたせるとともに、ICT 機器を効果的に活用することで、生徒

の学習意欲を高め、学習の理解を深めることができるだろう。 

 「話すこと・聞くこと」に対する苦手意識を払拭するためには、学習に対して興味関心をもたせるこ

とが大切である。教師モデルを示すことで、学習の到達点がイメージでき、主体的に取り組むようにな

り、学習の理解が深まると考える。また、生徒の実態からわかるように、ICT 機器を積極的に用いるこ

とで、興味関心が高まることが期待できる。 

 

＜手立て＞ 

【教師モデルの提示】 

 ○発表資料の提示や実際のスピーチを教師が行い、学習活動の流れと到達点のイメージを持たせる。 

 

【ICT 機器の活用】 

 ○Word や PowerPoint を用いた発表資料の作成。 

○MicrosoftTeams を用いて、資料の提示及び提出物の回収。 

○タブレット端末で発表の様子を動画撮影し、自身の学習の振り返りの実施。 
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〈仮説２〉 

少人数グループを形成し、意見交流の仕方を工夫することで、自分の思いや考えをもって伝え合

うことができるとともに、自身の思考を深めることができるだろう。 

 少人数グループで意見交流を行うことで、発表者は聞き手を意識した発表を行うことができる。また、

聞き手側も、少人数だからこそより集中して発表を聞くことができる。さらに、聞き手側に質問者や記

録者も設け、発表内容をメモに取らせるなどの工夫を行うことで、意見を聞いてまとめる力が身につく

ことが期待できる。 

 

＜手立て＞ 

【少人数グループの形成】 

 ○４人一組の班を一つのグループとして意見交流や話し合い活動の実施。 

 

【意見交流の工夫】 

 ○評価カードを用いて「話す力」の相互評価。 

 ○他者から聞いた発表内容を一言でまとめる学習活動。 

 ○自身の発表を見直す振り返りシート。 

○少人数グループの形成。 
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４ 国語科 研究基本構想図 

 

実態 

 

 

主題 

 

 

仮説 

 

 

 

 

 

 

 

 

手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す生徒像 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スピーチや発表に対する苦手意識を持っている生徒が多い。 

・他者の発言を要約する力が身についていない。 

主体的に考え的確に表現する力を身につける指導の工夫 

仮説１ 教師モデルを示し、学習の見通しをもたせるとともに、ICT 機器を効果的

に活用することで、生徒の学習意欲を高め、学習の理解を深めることがで

きるだろう。 

 

仮説２ 少人数グループを形成し、意見交流の仕方を工夫することで、自分の思い

や考えをもって伝え合うことができるとともに、自身の思考を深めること

ができるだろう。 

＜仮説１＞ 

○大型 TV での教師モデルの提示 

○タブレット端末での動画撮影 

○Wordや PowerPointを用いた発表

資料の作成 

○MicrosoftTeams を用いた資料の

提示及び提出物の回収 

＜仮説２＞ 

○少人数グループの形成 

○相互評価カードの活用 

○一言でまとめる学習活動 

○振り返りシートの活用 

○撮影した動画による発表の仕方の

振り返り 

主体的に考え、場に応じた発表を行える生徒 

他者の発表を聞き、的確にまとめることができる生徒 
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５ 実践例（１） 

第１学年６組 国語科学習指導案 

指導者 伊藤 咲希 

１ 単元名 日常生活から話題を決め、伝え合う。 

 （主な教材：「調べた内容を聞く」 教育出版） 

 

２ 単元目標 

・事象や行為、心情を表す語句の量を増すとともに、語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係

に注意して話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすることができる。                            

〔知識及び技能〕(１)ウ 

・目的や場面に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を整理し、伝え合う内容を検討

することができる。             〔思考力、判断力、表現力等〕A(1)ア 

・言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、想いや考

えを伝え合おうとする。              「学びに向かう力、人間性等」 

 

３ 本単元における言語活動 

 「四街道中学校の魅力」を６年生に紹介する。 

（関連：〔思考力、判断力、表現力等〕A(1)ア） 

 

４ 単元について 

（１）単元観 

   本単元は学習指導要領第１学年の以下の指導事項に位置づけられている。 

  ・事象や行為、心情を表す語句の量を増すとともに、語句の辞書的な意味と文脈上の意味との

関係に注意して話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすること。                          

〔知識及び技能〕(１)ウ 

・目的や場面に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を整理し、伝え合う内容を

検討すること。             〔思考力、判断力、表現力等〕A(1)ア 

 

学習指導要領「〔思考力、判断力、表現力等〕A 話すこと・聞くことに「話題の設定」「情報の

収集」「内容の検討」が位置付けられている。小学校５、６年次段階では、話し手の目的や自分が

聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまと

める授業を行ってきた。９月には「よりよい四街道中になるには」について実体験と関係づけて

説明をする授業を行った。 

   本単元は、上記単元の目標を踏まえ、来年度入学してくる小学６年生に向けて「四街道中学校

の魅力」というテーマについてのスピーチを行うことを言語活動とした。本学習材では、「６年生

に」（相手意識）、「来年入学する四街道中学校の魅力的なところを伝え、親しみをもってもらうた

め」（目的意識）のスピーチを行う。学習の導入部でしっかり確認することで、目的意識、相手意

識を持ったスピーチをめざしたい。自分も聞き手も興味がわく話題を選び、「自分たちの後輩にス

ピーチをする」ことにより、人との関わりを通した、生きた学習となるだろう。本教材では、「ス

ピーチ原稿」を作成して、スピーチを行う。聞き手の反応を見ながら話せるようになるまで練習
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させ、「原稿を『読む』のではなく、自分の言葉で『話す』スピーチ」をめざしたい。練習の間に

スピーチ原稿を修正し、言葉がうまく出てこない所や話すべき内容が抜けてしまった所などにメ

モを書き加え、自分が使いやすい原稿となるよう工夫させ、検討している評価材料にする。話す

際には、聞き手の様子を見て、話が伝わっていないと感じられたなら、繰り返し述べたり分かり

やすく言い換えたりすればいいことも学ばせたい。発表時にも、良かった点を中心に感想を述べ

合うことによって、互いの考えをより深めさせ、「伝え合う力」を養うことができるので、単元の

目標「〔思考力、判断力、表現力等〕A（１）ア」を達成するのに適した言語活動だと言える。 

 

（２）生徒の実態 

   本学級は男子 17 名、女子 16 名、計 33 名からなる学級である。 

本学級の実態調査を行ったところ、次のような結果が出た。以下は、アンケートの内容とその

回答結果である。 

 

〇スピーチをする時に気を付けていることは何ですか（上位３つに〇） 

A 声の大きさ・・・・・・・・・・２４名（７２．７％） 

B 話す速さ・・・・・・・・・・・２３名（６９．６％） 

C 大事な部分を強調すること・・・１０名（３０．３％） 

D 順序良く話すこと・・・・・・・・９名（２７．２％） 

E 分かりやすい資料を作ること・・・９名（２７．２％） 

F 相手の反応を見ること・・・・・１４名（４２．４％） 

G その他・・・・・・・・・・・・・２名（ ６．０％） 

（笑顔→１名・相手の目を見る→１名） 

 

アンケートの結果から「A 声の大きさ」や「B 話す速さ」など、スピーチの基本を理解してい

る生徒は多数いることが分かる。また、９月に行った「よりよい四街道中になるには」というテ

ーマのスピーチを行った際、「相手の反応を想定して、話す内容を考える」という指導が「F 相手

の反応を見ること」に気を付けようという意識につながっていると考えられる。 

一方で、「 D 順序良く話すこと」は９名と少なく、スピーチの構成を意識していない生徒が多

いことが分かる。「E 分かりやすい資料を作ること」に関しては、国語の授業の中で資料を作成し

てのスピーチを経験していないことが要因であろう。資料作成のために必要な事柄は、実体験や

アンケートを自ら考えることで、集めた材料を整理する力を身に着けることができると考える。

今後の学校生活や社会に出た際にも、資料を使ってのスピーチは、必要なものとなるので、今回

の学習をよい機会と考え、スピーチに合った分かりやすい資料をつくることも、意識させてい

く。 

 

（３）指導観 

単元観と生徒の実態を踏まえ、日常生活から話題を集め、集めた材料を整理し、伝え合う力を

身につけさせる指導を行う。 

   また、本校の研究主題に基づき、国語科では「主体的に考え的確に表現する力を身につけ、日

常生活に生かす指導の工夫」を努力点としている。また、仮説に対して本単元では以下のような



10 

 

工夫改善を行う。 

   仮説①「生徒が意欲的に学びに向かえるような指導方法の工夫」として、スピーチや資料作成

を行う際は、モデルを示して、学習の見通しをもたせたうえで活動に臨む。また、スピーチを行

う際は、タブレットを用いて資料を作成させ、聞き手が興味をもてるような発表の仕方の指導を

行う。 

   仮説②「互いの意見を交流し、多面的・多角的に考えられるような指導の工夫」においては、

少人数グループでの交流を行う。少人数グループで行うことにより、より相手意識をもつことが

できるようになり、伝え合う力を高めることができる。また、聞き手側には評価カードを記入さ

せることで、発表を能動的に聞くよう働きかける。 

 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①事象や行為、心情を表す

語句の量を増すととも

に、語句の辞書的な意味

と文脈上の意味との関係

に注意して話や文章の中

で使うことを通して、語

感を磨き語彙を豊かにし

ている。 

（(１)ウ） 

①「話すこと・聞くこ

と」において、目的や

場面に応じて、日常生

活の中から話題を決

め、集めた材料を整理

し、伝え合う内容を検

討している。 

（A(1)ア） 

①積極的に自分の考えをまと

め、学習の見通しをもって報

告しようとしている。 
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６ 指導と評価の計画（全７時間） 

次 時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

第

一

次 

１ 

２ 

・教師のモデルを示し

て、スピーチの様子を

イメージさせる。 

・「四街道中学校の魅力

的なところ」について

根拠となる材料を集

め、スピーチ原稿を作

成する。 

・タブレットを活用し、

資料を作成する。 

・実体験やアンケート実施

をもとに考えるよう促

す。 

・相手に伝わりやすいスピ

ーチ内容と資料を作成す

るよう指導する。 

・原稿の添削も評価の対象

になることを伝え、直し

たことを跡に残すよう指

導する。 

 

 

 

 

 

第

二

次 

３ 

４ 

５ 

・スピーチを分かりやす

く組み立て、スピーチ

資料を完成させる。 

・スピーチの練習をし、

他者に伝わりやすい内

容かを検討する。 

・第三者が聞いたときに伝

わりづらい表現がないか

に着目させる。 

・説明の際に相手に伝わり

やすい資料であるかを最

終確認させる。 

 

 

第

三

次 

６ 

本

時 

 

７ 

 

 

 

 

・４人１組で、スピーチ

を行う。 

・スピーチの発表 を

し、相互評価 すると

ともに、 学 習 を 振 

り 返 る。 

・話す速度や音量、言葉の

調子や間の取り方、相手

に分かりやすい語句の選

択、相手や場に応じた言

葉遣いに注意するよう指

導する。 

 

 

７ 本時の指導 

（１）評価規準 

・目的や場面に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を整理し、伝え合う内容を検討し

ている。                         ［思考・判断・表現] 

・伝えたいことが相手によく分かるように、工夫して報告しようとしている。                       

[主体的に学習に取り組む態度] 

 

[思考・判断・表現①] 

スピーチメモ 

・相手の反応を踏まえて 
スピーチできるよう
に、スピーチメモに状
況に応じて活用できる
情報を追記したり、言
い換えられる言葉につ
いて考えたりしてい
る。 

[知識・技能①] 

[思考・判断・表現①] 

スピーチ原稿 

・ワークシートとタブレ

ットを活用し、参考と

なる材料をまとめてい

る。 

[主体的に学習に取り組

む態度①] 

[思考・判断・表現①] 

ワークシート② 

・必要に応じて反復など 

の表現を用いて重要 

な点を強調し、スピー 

チしている。 
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（２）展開 

時配 学習内容と学習活動 指導・支援 〇評価 資料 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の学習と学習目標を知る。 

 

 

 

ワークシートに一番伝えたいことを

まとめて記入する。 

 

 

 

 

２ 報告の最終確認をする。 

 

 

 

 

 

３ 報告会の流れについて説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 報告会を行う。 

流れに沿って、一人２分程度のスピー

チをし、評価記入の時間を２分間取

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スピーチで伝えたい自分の意見を一

言でまとめて記入するよう指導す

る。 

 

 

 

・発表のポイントを示し、練習に取り入

れるよう指導する。 

 

 

 

 

・スムーズにスピーチを進められるよ

う、資料を使って説明する。 

・発表の際に気を付けること、評価者

として気を付けることの指導を十分

に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・報告会では「聞く側」の指導も十分

に行う。 

 

 

 

 

スピー

チメモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料

（パワ

ーポイ

ント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題  「四街道中学校の魅力」について６年生に紹介をしよう。 

報告会の流れ 

①スピーチは１分半～２分。 

②話す時は資料を活用し、視覚的に

わかりすい発表を行う。 

③聞く側（２～３名）は発表を聴き

ながら、発表者への各項目の評価

を行い、アドバイスをする。 

④役割を変え、①～③を繰り返す。 

・分かりやすいスピーチをするた

めには、構成が大切であること

を確認する。【見いだす】 

・最終練習を行い、どのように話

したら分かりやすく伝わるの

かを考える。 

【自分で取り組む】 

班の中でスピーチの内容や資料

についての意見を交換する。  

【広げ深める】 

〇観察［思考・判断・表現］ 

《「努力を要する」と判断した生徒へ

の手立て》 

・「はじめ・なか・おわり」のスピーチ

の順序を意識させる。 
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10 

【紹介例】 

・三角形の校舎について 

・部活動について 

・テスト対策について 

・教科担任制について 

・行事について 

・図書室について 

 

５ 本時を振り返る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自他のスピーチについて評価をし、

単元の学習を振り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク

シート

② 

 

８ 板書計画 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 生徒の変容 

（１）研究実践前の生徒 N の様子 

 ９月に「四街道中学校をより良くするために自分達ができることはなんだろう」という題材でスピー

チを行った。自分たちの実体験から学校の現状の課題を見つけ、改善方法を考えてスピーチを行うとい

うものであった。教師モデルとしては「四街道市をよりよくするためには」というテーマで実際に生徒

と同じ時間数でスピーチを実践して見せた。 

以下、生徒 N の学習プリントである。 

調
べ
た
内
容
を
聞
く 

                      

「
四
街
道
中
学
校
の
魅
力
」 

を
６
年
生
に
紹
介
し
よ

う
。 

ス
ピ
ー
チ
の
流
れ 

①
ス
ピ
ー
チ
は
一
分
半
～
二

分
。 

 

②
話
す
時
は
資
料
を
活
用
し
、

視
覚
的
に
わ
か
り
す
い
発
表

を
行
う
。 

 

③
聞
く
側
（
２
～
３
名
）
は
発

表
を
聴
き
な
が
ら
、
発
表
者

へ
の
各
項
目
の
評
価
を
行

い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。 

 

④
学
習
の
ま
と
め
を
す
る
。 

  

自他のスピーチを評価し、振り

返りをする。 

【まとめあげる】 

〇ワークシート②［思考・判断・表現］ 

《「努力を要する」と判断した生徒へ

の手立て》 

・「一言でまとめると」を見て、話し

たい内容が相手に伝わったのかを

判断させる。 

〇観察 [主体的に学習に取り組む態

度] 

《「努力を要する」と判断した生徒へ

の手立て》 

・必要に応じて、自分の一番伝えたい

内容を反復して説明するように伝

える。 

学習課題 
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 まず、生徒 N 自身が、自分のスピーチを一言でまとめられていない。そのため、他の生徒たちにも生

徒Ｎが伝えたい内容が伝わっていないことが分かる。また、スピーチの振り返りでも、生徒 N はそのこ

とに課題を感じている様子だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）研究実践の生徒 S の様子 

 １２月には「四街道中学校の魅力を６年生に紹介する」という題材で再度スピーチを行った。教師モ

デルとして「四街道市の魅力を紹介する」というテーマでプレゼンテーション資料を作り、生徒の前で

発表を行った。 

 以下、生徒 N の原稿である。 

本授業における生徒 N

が伝えたいことを一言

でまとめたもの。 

「周りの行動につなが

る」との記述。 

生徒 N の発表を聞き手が一言でまとめたもの。 

「四中をよくするためには、あと先を考えて行動した方がよい」 

「先の事を考えて行動した方がよい」 

「しゃべることをなくす」 

聞き手が記入した評価票を見て、自分の発表を

振り返った生徒 N の文章。 

「スピーチではあまりうまくいかず、特に補足

があまりできなくてくやしかった。友達のスピ

ーチをまとめるの一言があまりいっちしなかっ

たから、もっと改善しとくべきだった」との記

述。 
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１２月のスピーチではワークシートを「私が考える四中の魅力は・・・・。なぜなら・・・・。」と定

型文にしたことで、生徒 N は自分が伝えたい内容を一言でまとめることができるようになった。（仮説

１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教師モデルとして、「はじめ」にクイズを入れたところ、生徒 N もそれをスピーチに取り入れた。（仮

説１） 

さらに、前回のスピーチで、伝えたいことが伝わらなかったという反省をした生徒 N は、１２月に行

ったスピーチでは伝えたい「先生について」の内容を繰り返し記述したり、「おわり」の部分に一番伝え

たいことを記述したりする工夫をした。 

本授業における生徒 N が伝えたいこ

とを一言でまとめたもの。 

「私が考える四中の魅力はいい先生

がいっぱいいる。なぜなら安心して

学校に来れるようにしたいから。」と

の記述。 
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 以下、スピーチを聞いた生徒の評価と、生徒 N の自己評価である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 生徒Ｎの課題であった、「伝えたいことを伝える」が達成されていることが分かる。また、生徒Ｎのス

ピーチに対して感想を書かせたところ、聞き手の生徒から「最後にまとめがあったので分かりやすかっ

た」という記述があった。本人も、「伝えたいことが伝わった」という項目に自己評価Ａをつけていた。 

 

（３）研究実践後の生徒Ｎの様子 

 

 自分が伝えたいことがうまく伝わらなかった生徒 N は、聞き手が分かりやすいスピーチにすること

の大切さを学ぶことができた。（仮説２） 

 

（４）研究実践前の生徒 S の様子 

 「スピーチをする時に気を付けていることは何ですか」というアンケート（上位３つに〇）には「声

す大きさ」・「話す速さ」・「大事な部分を強調すること」と答えていた。いずれの回答もスピーチをする

上で自分に重きをおいたものであり、相手意識をもってスピーチを構成しようとすることは、重要視し

ていないことが分かる。  

生徒 N の発表を聞き手が

一言でまとめたもの。 

「四中の魅力はいい先生

がいっぱいいること。な

ぜなら先生が優しくいろ

んなことを教えてくれる

から。」 

「四中の魅力は優しくて

いい先生がいっぱいいる

こと。なぜなら、安心し

て学校に来られるから。」 

生徒 N は、

「伝えたいこ

とが伝わった

か」の自己評

価に「A」を

つけた。 
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以下、生徒 S が考えた原稿である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 S の事前に考えた「自分の伝えたいことを一言でまとめて書こう」とスピーチに対する聞き手生

徒の評価である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒 S が伝えたい内容はほとんどの生徒がよく聞き取れていた。一方で「相手の反応を見て、必要で

あれば捕捉をしているか」という項目は、本人が課題を感じており、聞き手の生徒からの評価は３．６

と他の項目よりも低い評価となっていた。 

 

本授業における生徒 S が伝えたい

ことを一言でまとめたもの。「四中

をよりよくするためには、全員が

忘れ物をしないように、教科ごと

に持ってくるものをはあくするこ

とが必要だ。」という記述。 

生徒 S の発表を聞き手が一言でまと

めたもの。 

「四中をより良くするには、忘れ物

をなくすことが必要」 

「四中をよりよくするには忘れ物を

なくす」 

「忘れ物をしないためにあゆみなど

で工夫する」 

タブレットで構成メ

モを作り、それをも

とに原稿を書き上げ

た。黒く塗っている

のは、生徒 S が添削

した跡である。 
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（５）研究実践の生徒 S の様子 

 １２月に実践した「四街道中学校の魅力を６年生に紹介する」という題材で生徒 S が書いた原稿であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聞き手が記入した評価票を見て、自分の発表を

振り返った生徒 S の文章。 

「３番（相手の反応を見て、必要であれば補足

をしているか）があまりできていないと思って

いて、みんなの評価も他と比べると少し低めだ

った。」との記述。 

随所に聞き手

に向けての投

げかけがあ

り、聞き手を

意識した原稿

づくりに変化

している。 
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生徒 S の事前に考えた「自分の伝えたいことを一言でまとめて書こう」とスピーチに対する聞き手生

徒の評価である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）研究実践後の生徒 S の様子 

以下、３月に１年間の学習を振り返った際の生徒 S の記述である。 

 

 学習前は生徒 Sが考えるスピーチにおいて気を付ける項目は自分自身に関することが全てだったのだ

が、少人数グループでの活動を通して聞き手を意識した発表へと変化した。（仮説２） 

 

 

 

本授業における生徒 S が伝えたいことを一言で

まとめたもの。「私が考える四中の魅力は広々

とした校舎です。なぜなら開放感のある廊下や

休けいスペースがあり、快てきに過ごせる校舎

だと思ったから。」との記述。 

「聞き手を意識して発表しているか」という項目

は聞き手全員が５をつけていた。 
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以下、他の生徒のまとめの記述である。 

 

グループで評価が良かった生徒を全体で発表させたことで、良い所を真似しようとする姿勢が生まれ

た。 

 

最初に教師モデルを示したことで、ゴールまでの見通しがもてた。教師モデルに習って、クイズを入

れたり、アンケート結果をいれたり、データ化したりする生徒も多くいた。また、回を重ねるごとにス

ピーチへの苦手意識が薄れ、「話すこと・聞くこと」の力の必要性を感じている生徒も多数いた。（仮説

１） 
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実践例（２） 

第２学年５組 国語科学習指導案 

指導者 糸井 文子 

１ 単元名 よりよい結論を導く討論をする 

 （主な教材：「よりよい結論を導く討論をする」 教育出版） 

 

２ 単元目標 

・抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに、類義語と対義語、同音異義語や多義的な意味を表

す語句などについて理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにするこ

とができる。                    〔知識及び技能〕(１)エ 

・互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結論を導くために考えをまとめることができる。                       

〔思考力、判断力、表現力等〕A(１)オ 

・言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして、思い

や考えを伝え合おうとする。            「学びに向かう力、人間性等」 

 

３ 本単元における言語活動 

 「病院、警察への AI の導入について、どちらを優先すべきか」について、異なる立場から推論した

意見をもとに討論をする。 

  （関連：〔思考力、判断力、表現力等〕A(１)オ） 

 

４ 単元について 

（１）単元観 

   本単元は学習指導要領第２学年の以下の指導事項に位置づけられている。 

  ・抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに、類義語と対義語、同音異義語や多義的な意味を表

す語句などについて理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにするこ

と。                      〔知識及び技能〕(1)エ                                               

・互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結論を導くために考えをまとめること。 

〔思考力、判断力、表現力等〕A(1)オ 

 

学習指導要領「〔思考力、判断力、表現力等〕A 話すこと・聞くことに「話題の設定」「情報の収

集」「内容の検討」が位置付けられている。小学校５、６年次段階では、日常生活から話題を決め、

集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え合う内容を検討する授業を行ってきた。中学校１

年次では、環境問題について調べたことを文章にし、情報の整理と根拠に基づく自分の考えをまと

め発表する授業を行った。 

本単元は、上記単元の目標を踏まえ、「病院、交番への AI の導入について、どちらを優先すべき

か」というテーマに対して、自分の考えや主張を形成し、話題や展開を捉えながら話し合い、結論

を導くことを言語活動として設定した。AI の導入については科学技術の進歩により様々な分野で検

討が進められ、2030 年には 49％の職業が AI やロボットで代替される可能性があるともいわれてい

る。ただ AI の導入については、メリットだけでなくデメリットもあるため、多面的・多角的な立場

から考えさせ、討論の際には、相手の立場も考え、お互いが推論した意見の共通点や相違点を見つ
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け、新たな提案などを踏まえて話し合いを充実させたい。また、自分の考えや主張を形成する上で

根拠となる情報をインターネット等を用いて調べることで、より正確で多くの情報を集めて整理し

関連づけながら考えを構築していくという過程は、単元の目標「〔思考力、判断力、表現力等〕

A(１)オ」を達成するのに適した言語活動だと言える。 

                                                         

（２）生徒の実態 

   本学級は男子 19 名、女子 19 名、計 38 名からなる学級である。 

   本学級の実態調査を行ったところ、次のような結果が出た。以下は、アンケートの内容とその

回答結果である。 

 

   授業アンケート（10 月 14 日、34 名で実施） 

 あなたは、話している相手と意見が違った時、どうしますか？ 一つ選んでください。 

 １、自分の意見が正しいので、相手の意見は受け入れない。 ０名（0％） 

２、相手を傷つけたくないので自分の主張はあきらめ相手の意見を尊重する。7 名（21％） 

３、相手の意見と自分の意見の共通点を見つける。 9 名（26％） 

４、自分の意見に納得してもらうため、根拠や証拠を説明する。 9 名（26％） 

５、相手の意見の疑問点を追求する。 7 名（21％） 

６、その他 2 名（6％） 

 

  その他の意見として「相手の意見を尊重してから、こういう意見もあるのではないかと自分の意

見を言う」という記述があった。 

 

話している相手と意見が違った時にどうするかという質問に対して、「相手の意見と自分の意見の

共通点を見つける」と「自分の意見に納得してもらうため、根拠や証拠を説明する」が同数の 9 名

で一番多かった。「自分の意見に納得してもらうため、根拠や証拠を説明する」の回答が多くを占め

た理由としては、中学１年次で学習した「根拠を明確にして意見文を書く」の内容が身についてい

ると思われる。「相手の意見と自分の意見の共通点を見つける」という回答に加えその他の回答の、

「相手の意見を尊重してから、自分の意見を言う」と答えた生徒はどちらか一方の意見を通すので

はなく、話し合いの中で結論を出そうとしており、よりよい結論を導く討論が円滑に進むことが予

想される。その一方で、「相手を傷つけたくないので、自分の主張はあきらめ相手の意見を尊重す

る」と答えた生徒も少なくなく、話し合いに臨まずに結論を出してしまう傾向もみられる。そのた

め、意見が違った時には相手の意見も聞きながら自分の主張をするという、話し合い活動に必要な

資質・能力を身につけさせていく。 

 

 

（３）指導観 

単元観と生徒の実態を踏まえ、よりよい結論を導く討論をするために、自分の主張をどのよう

にまとめるとより伝わりやすいのかを意識させて討論に臨ませたい。  

   また、本校の研究主題に基づき、国語科では「主体的に考え的確に表現する力を身につけ、日

常生活に生かす指導の工夫」を努力点としている。また、仮説に対して本単元では以下のような



23 

 

工夫改善を行う。 

   仮説①「生徒が意欲的に学びに向かえるような指導方法の工夫」として、討論を行う際は聞き

手が興味をもてるような情報の提示と話し方についての指導を行う。また、主張の根拠を明確に

するためインターネット等を用いて調べ学習をさせ、情報化・グローバル化が進む現代社会の実

態についてまとめ、聞き手が納得するように論じる方法の指導を行う。 

   仮説②「互いの意見を交流し、多面的・多角的に考えられるような指導の工夫」においては、

少人数グループでの交流を行う。少人数グループで行うことにより、より相手意識をもつことが

できるようになり、聞き手の反応に留意しながら発表の工夫を行うことができる。また、聞き手

側は発表者の意見に対して納得した部分の主張をまとめ、自分の意見と対比させながら結論を導

きだすことができる。 

 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①抽象的な概念を表す語句

の量を増し、話や文章の

中で使うことをとおし

て、語感を磨き語彙を豊

かにしている。（(1)エ） 

①「話すこと・聞くこ

と」において、互いの

立場や考えを尊重しな

がら話し合い、結論を

導くために考えをまと

めている。（A(1)オ） 

①積極的に情報と情報との関

係について理解し、学習の見

通しをもって討論しようとし

ている。 

 

 

 

６ 指導と評価の計画（全４時間） 

次 時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

第

一

次 

１ 

 

・「推論する」ことにつ

いての説明と具体例を

示す。 

 

・話し合いの進め方を理

解し、自分の立場を決

める。 

 

 

・班ごとにテーマを決め

る。病院を優先、警察

を優先のどちらか１つ

を選ぶ。 

・ワークシートを使って、

討論を行うための準備を

整えさせる。 

・「学びナビ」を読んで、

「推論」の意味を具体例

を挙げながら説明する。 

 

 

 

・４人１組のグループをつ

くり、各グループの中で

1 人ずつリーダーを決

め、話し合いの司会進行

をするよう指示をする。 

 

 

 

 

 

[知識・技能①] 

ワークシート 

・討論するための自分の

考えを整理しまとめた

記述。 
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第

二

次 

２ 

３ 

・教師モデルを示し、討

論の流れを確認させ

る。 

・４人１組のグループで

異なる立場を設定し、

役割を分担する。 

・自分の意見をノートに

まとめ、主張の根拠と

なる材料を集める。 

・教師モデル動画を視聴さ

せ、討論の良い例、悪い

例について紹介する。 

・病院優先、警察優先それ

ぞれの立場から、聞き手

を納得させられるような

情報を集めてまとめさせ

る。 

・まとめたノートは自分で

読み返してもわかりやす

いものになっているか確

認させる。 

 

 

第

三

次 

４ 

本

時 

 

 

 

 

 

 

・４人グループで討論を

行う。 

・行われた話し合いにつ

いて、グループごとに

振り返りを行なう。 

・話し合いから導いた結

論について、ワークシ

ートにまとめる。 

・納得できた相手の主張

と疑問点、質問をワー

クシートに記入する。 

・意見交換は、それぞれの

発表が終わってから改め

て時間を取るように説明

をする。 

・話し方だけでなく、聞き

方の指導も行い、討論が

円滑に進むよう意識させ

る。 

・ワークシートに、結論に

至った経緯がわかるよう

に記入させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[主体的に学習に取り組

む態度①] 

情報収集とまとめの資料 

・聞き手を納得させるた

めの根拠となる情報の

収集とまとめる様子。 

[思考・判断・表現①] 

ワークシート 

・納得できた相手の主張

と疑問点の記述。 
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７ 本時の指導 

（１）評価規準 

・互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結論を導くために考えをまとめている。               

［思考・判断・表現] 

（２）展開 

時配 学習内容と学習活動 指導・支援 〇評価 資料 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 
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１ 本時の学習と学習目標を知る。 

 

 

ワークシートに一番伝えたいことを

まとめて記入する。 

 

 

 

 

 

２ 討論の流れを説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 討論での主張の最終確認をする。 

 

 

 

 

 

４ 討論を行い、結論を導く。 

一人 1 分半程度の主張をする。全員の

主張が終わったところで 15 分程度話

し合い、班の結論を出す。 

 

 

 

 

 

 

・「病院、警察への AI の導入につい

て、どちらを優先すべきか」につい

て、自分の立場がわかるように明記

させ、一番伝えたいことをまとめる

よう指導する。 

 

 

 

・討論はあくまでも言い合いではなく、

相手の意見も取り入れながら、共通点

や相違点を見つけ出す活動であるこ

とを説明する。 

 

・ワークシートに一番伝えたいことがま

とめられているかを確認し、討論の準

備をさせる。 

 

 

・前時までにまとめたノートを確認

し、自分の主張が聞き手に伝わるよ

うな話し方の確認をさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク

シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク

シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題  互いの立場や考えを尊重しながら話し合おう。 

討論の流れ 

①主張の発表は 1 分半程度。 

②まず最初に自分の立場を明らか

にさせてから根拠を踏まえ主張

する。 

③聞き手（２～３名）はワークシ

ートに納得できたことを短くま

とめ記述する。 

④役割を変えて、①～③を繰り返

す。 

・聞き手に自分の立場を伝えた上

で、主張の根拠となる一番重要

な情報をまとめる。【見いだす】 

・相手に伝わりやすい発表を行う

ための最終確認を行う。 

 

【自分で取り組む】 
〇観察［思考・判断・表現］ 

《「努力を要する」と判断した生徒へ

の手立て》 

・自分が一番主張したいことを短く

まとめるとよいと助言する。 
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10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時を振り返る。 

 

・聞き手にはメモを取らせて、相手の

主張の納得できたところと疑問に思

ったことを確認するよう指導する。 

・班員全員が納得した結論になるよう     

 に、一番共感した情報を明確にする

よう指導する。 

 

・友達の意見を踏まえて、改めて自分

の意見をまとめられているかの確認

をさせることで、友達の発表をしっ

かり聞けていたかを振り返らせる。 

 

 

〇ワークシート［思考・判断・表現］ 

《「努力を要する」と判断した生徒への

手立て》 

・自分が主張したかったことと聞き

手に伝わったことを比較させ、伝

わらなかった理由を考えさせる。 

ワーク

シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク

シート 

 

 

 

 

 

 

８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班員のワークシートを参考に、

自分の発表が伝わりやすいも

のだったのかを振り返る。 

【まとめあげる】 

討論に基づき、班ごとに意見を

まとめる。その結論に至った理

由も説明できるようにする。 

【広げ深める】 

よ
り
よ
い
結
論
を
導
く
討
論
を
す
る 

                        

互
い
の
立
場
や
考
え
を
尊
重
し
な

が
ら
話
し
合
お
う
。 

 

「
討
論
」
を
行
う
時
に
気
を
つ
け
る
こ
と
。 

（
話
す
人
） 

〇
自
分
の
立
場
を
は
っ
き
り
伝
え
る
。 

〇
聞
い
て
い
る
人
が
わ
か
り
や
す
い
言
葉

を
使
う
。 

（
聞
く
人
） 

〇
自
分
の
意
見
と
の
共
通
点
・
相
違
点
を

意
識
す
る
。 

〇
思
っ
た
こ
と
、
質
問
し
た
い
こ
と
な
ど

の
メ
モ
を
と
る
。 

（
討
論
す
る
時
） 

〇
討
論
は
「
言
い
合
い
」
で
は
な
い
。
相
手

の
立
場
も
考
え
な
が
ら
結
論
を
出
す
。 

    
学習課題 
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９ 生徒の変容 

（１）研究実践前の生徒 I の様子 

  生徒 I は授業の前に行ったアンケートの中で「あなたは、話している相手と意見が違った時、どう

しますか？」という質問に対して「相手を傷つけたくないので自分の主張はあきらめ相手の意見を

尊重する」と回答していた。「話すこと」に対しての苦手意識があり、自分の主張を相手に伝えよう

と努力することなくあきらめる傾向にあった。以下は、研究実践前に生徒Ｉが「病院・警察への AI

の導入について、どちらを優先すべきか」という問題に対し、自分の主張をまとめた記述である。 

 

 

 

 生徒 I は自分の考えを導き出し、しっかりとした意見を持っていることがわかる。ただ、その意見を

相手が納得するように話し、考えたことのすべてを伝えることが課題であった。実際に討論を行う前

に討論の良い例と悪い例を教師モデルとして示し、討論とは決して「言い合い」ではなく、主張の根

拠となる材料を発表し合う場であると指導した。教師モデルを示したことで，討論のイメージをつけ

させ，また主張するためには根拠となる資料が必要であることを意識づけさせることができた。根拠

となる資料は ICT 機器を使用し，興味深く調べ学習に取り組むことができていた。（仮説１） 

 

 

「
警
察
に
こ
そ
Ａ
Ｉ
が
必
要
」
と
い
う
書
き
出
し
で
「
様
々

な
理
由
が
あ
る
が
、
最
大
の
利
点
は
税
金
の
使
い
道
を
他

の
も
の
に
変
え
ら
れ
る
点
だ
。
２
０
０
９
年
の
警
察
庁
と

都
道
府
県
警
察
の
予
算
の
合
計
は
お
よ
そ
３
兆
６
千
億
円

で
、
９
割
以
上
は
税
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。
Ａ

Ｉ
の
導
入
に
よ
っ
て
、
人
件
費
の
削
減
が
見
込
め
、
他
の
、

人
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
に
お
金
を
回
せ
る
。
そ
の
上
で

次
の
効
果
が
見
込
め
る
。」
と
、
具
体
的
な
数
字
も
入
れ
な

が
ら
し
っ
か
り
と
自
分
の
主
張
を
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 
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※生徒に提示した教師モデル（討論の良い例と悪い例） 

良い例 司会「これから討論を始めます。まず、お互いの主張を発表してもらいます。A 君からお願

いします。」 

    A 君「僕は書店に AI を導入することについて賛成します。なぜなら、現在の書店の仕事を調

べたところ、棚に本を並べたり店内の清掃やレジ業務など、人ではなくロボットを使っ

た方が効率も良く人件費もかからないという事がわかったからです。」 

    司会「では次に、B 君の主張をお願いします。」 

    B 君「僕は書店に AI を導入するのは反対です。なぜなら、僕はよく書店を利用するのですが

欲しい本がどこにあるかわからない時に店員さんに相談したり、話題の本を紹介しても

らったりと、店員さんがいてくれることで安心して書店に行くことができているからで

す。また、店頭にある手書きのＰＯＰ紙なども楽しみで、手書きではなくワープロで書

かれたものではあまり魅力を感じないのではないかと思います。」 

    司会「それでは２人の主張を聞いたところで、それぞれ意見があれば挙手をして発言してく

ださい。」 

    A 君「はい。B 君の主張の中で欲しい本がどこにあるかわからない時などは、店員に聞くより 

      も、コンピューターを利用した方が時間的にも早く確実なのではないかと思います。」      

    司会「今の意見に対して B 君はどう思いますか。」 

    B 君「はい。確かにその場合は AI を使った方が良いという意見もわかります。ただ、機械的

に処理されてしまうよりも人との会話を楽しみながら本を見つけたい時もあることを付

け加えておきたいです。」 

    司会「いろいろと考え方はあるかと思いますが、お互いの意見を聞いてどう思いますか。」 

    A 君「書店に AI を導入することについては、全ての業務を AI に任せるのではなく、人が必

要とされているところは、そのまま店員さんによる業務とし、効率の良さを求める業務

については AI にするという方法が良いのかなと思います。」 

    B 君「僕も同じように感じています。全てを AI にしてしまうとなったら、書店にも行きづら 

      くなるなと思いましたが、部分的であれば AI の導入もありかなと思います。」 

悪い例 司会「これから討論を始めます。」 

    A 君「僕は書店に AI を導入することに賛成します。なぜなら、どう考えても効率が良くなる

し、人がいなくちゃいけない理由が見つからないからです。」 

    B 君「僕は反対です。だって書店業務をロボットがこなせるとは思えないからです。」 

    A 君「ロボットをあまく見ないでください。けっこういろんなことできます。」 

    B 君「具体的には何ができるっていうのですか。」 

    司会「ちょっと待ってください。相手の主張の納得がいかない理由を話してください。」 

    A 君「今の時代、人にできて AI にできないことはないと思います。人がやらなくてはいけな

い理由が説明できるなら、具体的に説明してほしい。説明できないのなら、Ｂ君の主張

には納得がいきません。」 

    B 君「納得いかないみたいなので、僕の意見は認めてもらわなくてもいいです。」 

    司会「それでは討論を終わりにします。」 
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（２）研究実践の生徒 I の様子 

 生徒 I は討論の中で、「AI 導入について病院よりも警察を優先すべき」という自分の主張を根拠をま

とめた自分のノートを見ながら班員に向けて発表した。発表を聞いた班員から寄せられた疑問点は以下

の通りである。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

「
警
察
を
優
先
す
べ
き
」
と
し
た
生
徒Ⅰ

の
意
見

に
対
し
て
「
今
、
日
本
が
な
に
も
な
い
な
ら
Ａ
Ｉ
は

必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
。
」
と
い
う
記
述
が
あ

り
、
警
察
に
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
た
際
の
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。 

 

生
徒
Ｉ
の
発
表
に
対
し
て
、
「
ど
う
い
っ
た
技

術
を
用
い
る
の
か
。
情
報
管
理
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
現
在
の
認
証
シ
ス

テ
ム
と
違
う
点
は
ど
こ
な
の
か
。」
な
ど
、
多
く
の

疑
問
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
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 班員からの疑問点に対し、改めて ICT 機器を使い主張の根拠や具体的な具体例をまとめることがで

きた。生徒 I は自分の主張について調べた資料をもとに丁寧に説明を行った。具体的な対策についても

タブレットを使って調べ、根拠も合わせて発表していた。その際、相手の立場も考えながら「たしかに

今、AI を導入していなくても円滑に警察の業務が進められているという事実もあります。」と話した後

で「しかし、警察業務の効率を考えた時に AI を導入し、削減できる人件費が多くあるのだと思います。」

と堂々と答えることができていた。（仮説２）その後、生徒 I の班の結論は、AI 導入について優先すべ

きは病院よりも警察である。となり、討論の経緯については以下の通りである。 

 

    

 

（３）研究実践後の生徒 I の様子 

 研究実践前は「相手と意見が違った時には自分の意見はあきらめる」と言っていた生徒 I であったが、

「よりよい結論を導く討論をする」という授業の中では、しっかりと自分の主張を述べることができ、

聞き手を納得させられる発表ができた。相手の意見も聞き入れながら主張し合い、根拠を持って話すこ

とで、意見が違った時にもお互いが納得する結論を導くことができることを実感することができたと思

われる。 

 

 

討
論
の
結
果
、
生
徒Ⅰ

の
班
は
「
警
察
を
優
先
す
べ
き
」
と
い
う

結
論
に
達
し
た
。
ま
た
、
結
論
に
達
し
た
経
緯
と
し
て
「
特
に
、Ⅰ

く
ん
が
具
体
的
な
対
策
を
話
し
て
く
れ
て
、
全
員
の
意
見
が
警
察

に
な
り
ま
し
た
。」
と
の
記
述
が
あ
る
。
意
見
が
違
っ
た
時
に
自
分

の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
生
徒Ⅰ

だ
っ
た
が
、
具
体

例
や
根
拠
を
調
べ
堂
々
と
発
表
す
る
こ
と
で
、
聞
き
手
を
納
得
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。 
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６ 成果と課題 

 実践を行った生徒に対して令和３年度全国学力・学習状況調査と同様の調査をした結果は以下の通り

である。 

 

【生徒質問用紙集計結果】 

１．当てはまる              ２．どちらかといえば当てはまる  

３．どちらかといえば当てはまらない    ４．当てはまらない 

質問 

番号 
質問事項 

選択肢 

１ ２ ３ ４ 

（28） 
学習の中でコンピュータなどのＩＣＴ機器を

使うのは勉強の役に立つと思いますか 

69.8 

(＋7) 

26.6 

(＋7)  

2.0 

（-1） 

1.5 

(-3) 

63.1  29.3  3.0  4.5  

57.8  35.0  4.8  2.3  

60.4  32.8  4.5  2.2  

（38） 

学習した内容について、分かった点や、よく

分からなかった点を見直し、次の学習につな

げることができていますか 

23.6 

(+5.9) 

59.7 

(+11.2) 

13.5 

(-13.8) 

3.0 

(-3.1) 

17.7  48.5  27.3  6.1  

25.7  47.7  21.5  4.8  

26.3  48.3  20.5  4.6  

（44） 国語の勉強は大切だと思いますか 

63.8 

(+12.3) 

30.6 

(-5.3) 

4.5 

(-3.5) 

1.0 

(-3.5) 

51.5 35.9 8.1 4.5 

57.0 33.4 7.0 2.5 

60.0 31.6 6.0 2.2 

（46） 
国語の授業で学習したことは、将来、社会に

出たときに役に立つと思いますか 

58.2 

(+10.2) 

36.1 

(+2.8) 

4.0 

(-10.1) 

1.5 

(-2.5) 

48.0  33.3  14.1  4.0  

49.3  37.0  10.1  3.3  

53.7  35.0  8.4  2.7  

1 段目：実践後の学校生徒の割合（％）   2 段目：令和３年度の学校の生徒数の割合(％) 

3 段目：都道府県(公立)の生徒数の割合(％) 4 段目：全国(公立)の生徒数の割合(％) 

 

 質問（38）、（44）、(46)に対して、実践後の調査では「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」

と答えた生徒の割合は、増加していることが分かる。実践後の感想の中でも、「話すこと・聞くこと」の

力を入試や社会に出た時に役立てたいと記述した生徒も複数名いることから、国語の学習に対して意義

を見出すことができる生徒が増えたことはひとつの成果である。 
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【生徒質問用紙集計結果】 

１．当てはまる              ２．どちらかといえば当てはまる  

３．どちらかといえば当てはまらない    ４．当てはまらない 

質問 

番号 
質問事項 

選択肢 

１ ２ ３ ４ 

（15） 
自分と違う意見について考えるのは楽しいと

思いますか 

33.7 

(+11.5) 

46.9 

(+3.0) 

11.4 

(-17.8) 

7.8 

(-3.3) 

22.2  43.9  29.3  4.5  

28.6  45.1  21.1  5.0  

29.3  45.4  20.5  4.6  

（36） 
友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後

まで聞くことができていますか 

66.8 

(+7.2) 

28.9 

(-5.8) 

3.0 

(-1.0) 

1.2 

(-0.3) 

59.6  34.8  4.0  1.5  

66.9  29.2  3.2  0.6  

67.1  29.4  2.8  0.6  

（37） 

学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、

自分の考えを深めたり、広げたりすることが

できていますか 

34.9 

(+7.1) 

53.6 

(+5.6) 

9.6 

(-9.5) 

1.8 

(-1.1) 

27.8  48.0  19.2  3.0  

32.2  43.8  17.6  4.9  

33.9  43.9  16.2  4.5  

（48） 

国語の授業では、目的に応じて、自分の考え

を話したり必要に応じて質問したりしていま

すか 

21.0 

(-0.2) 

48.1 

(+9.2) 

25.9 

(-6.8) 

4.8 

(-1.7) 

21.2  38.9  32.8  6.6  

20.9  37.0  31.7  10.1  

22.7  38.6  29.5  9.1  

1 段目：実践後の学校生徒の割合（％）   2 段目：令和３年度の学校の生徒数の割合(％) 

3 段目：都道府県(公立)の生徒数の割合(％) 4 段目：全国(公立)の生徒数の割合(％) 

 

 質問(37)に対して、実践後の調査では「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた生徒の

割合は、増加していることが分かる。小グループでの活動や、友達の発表を一言でまとめる作業を通し

て、他者の意見を聞くことや「話すこと」に対しての苦手意識が薄くなってきた結果であると考えられ

る。 

 

〈仮説１〉 

教師モデルを示し、学習の見通しをもたせるとともに、ICT 機器を効果的に活用することで、生徒の学

習意欲を高め、学習の理解を深めることができるだろう。 

  ○教師モデルを示したことで、「話すこと・聞くこと」に苦手としている生徒でも意欲的に取り組む

ことができた。 

  ○ICT 機器を活用したことで、ノートに書くことが困難な生徒でも積極的に意見をまとめることが
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できた。 

  〇MicrosoftTeams は、提出物の回収を容易にでき、評価も効率的に行うことができた。 

  ○Worｄを活用したことで、原稿の推敲を効率的に行うことができ、推敲前と後の原稿の比較も視

覚的におこなうことができた。 

  〇タブレットで動画を撮影することで、自分の発表を客観的に振り返ることができ効果的であった。 

  ●PowerPoint は大きなスクリーンで発表する際には効果的だが、生徒たちの持っているタブレッ

トでは画面が小さすぎて見えにくい部分があった。 

  ●タブレットによる動画撮影は、集音性が低く音声が取れないので、マイク等の備品が必要であっ

た。 

  ●ＩＣＴを効果的に使える場面の見極めをしなければならない。 

●カメラで撮ることで、聞き手意識がしにくいという面もあった。 

 

〈仮説２〉 

少人数グループを形成し、意見交流の仕方を工夫することで、自分の思いや考えをもって伝え合うこと 

ができるとともに、自身の思考を深めることができるだろう。 

  〇少人数グループにしたことで、日ごろ発表が苦手な生徒でも意欲的に発表を行うことができた。 

  〇少人数を相手に話すことで間近で反応を見ながら話すことができ、より相手意識をもちながらよ

り分かりやすい発表をしようとする意識を高めることができた。 

  〇「一言でまとめる活動」は他者の意見を集中して聞くことが必要不可欠なので、聞き手を育てる

うえで非常に効果があった。 

  〇評価票は、自分の発表がきちんと伝わったかどうかを振り返ることができ、思考を深めるという

点においてとても効果的であった。 

  ●少人数グループでの発表はある程度できるようになってはいるが、全体での発表ができるかとい

いう検証授業を行えていないので、今後検証を行う必要がある。 

●グループ数が多く、同時に発表を行うと、声が聞き取りにくくなってしまった。 

●「聞く力」の変容を追えるとよい。 

  ●１年生の発表において、各自でテーマを考えてのスピーチは興味関心を高めるうえでは有効であ

るが、文章推敲の工夫が課題であった。同じテーマでスピーチさせることで、自分自身だけでな

く、生徒同士での推敲が可能であると考える。 

  ●２年生の討論の授業の中で、班の結論を見出す際にワークシートへの記入のみで結論を出すこと

になったが、結論に至った経緯を動画におさめるなどして振り返る時間の学習も行えるとよい。 

  ●３年生の活動においては、原稿をつくらずにメモ書きだけで発表を行わせたが、原稿をある程度

作らせた方が推敲をしたあとが見えて、より正確な検証結果が得られたと考える。 


